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参

議

院

選

投
票
率
八

前
回
よ
り
も
下
回
る

七
月
十
日
に
執
行
さ
れ
た
参
議
院
議
員

選
挙
に
お
け
る
朝
日
町
の
投
票
率
は
、
八

二・

O
一
新
で
前
回
〈
昭
和
四
十
九
年
）

選
挙
時
の
投
票
率
八
四

・
O
六

rを
僅
か

で
す
が
下
回
り
ま
し
た
。

朝
日
町
に
お
け
る
投
開
票
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

果

投票者 ｜ 投票 率 ｜
｜ %  

(5 . I 7 9) I (8 O _ 6 9) 
5.178 I 80.6~ 
(6 . 2 7 5) ! (8 3 -1 3) 
6.276 I 83.15 

(I I , 4 5 4) 1 (8 2 . 0 I) 
11.454 . 82.01 

（ 〉書きは全国区

結票投(1) 

結

果

。
一
パ
ー
セ
ン
ト

政党・団体別得票率 （全国区）(3) 

候補者別得票率 〈地方区）(2) 

高平公友

58.22% 
(6,556粟〉

杉原一雄
34.20% 
( 3 .851票）

自由民主党

49.39% 

無所属・その他4.47%

日本女性党0.28%

革自連0.99%

新自ク1.14%

%
一
%

お
一
お
一
党

4
l
－
凋
斗
一
泊
喧

連
一
党
一
見

市
一
明
一
本

社
一
公
一
日

日本社会党

18.30% 

役
場
庁
舎
移
転
案
内

八
月
一
日
か
ら
新
庁
舎
で

6 
4 

(2) 

な
お
、
当
分
の
問
、

庁
舎
前
の
車
庫
及

び
舗
袋
工
事
の
た
め
、
混
雑
す
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

乙
の
ほ
ど
役
湯
庁
舎
が
、
旧
泊
小
学
校

跡
へ
移
転
し
、
八
月
一
日
か
ら
業
務
を
開

始
し
て
お
り
ま
す
。

役
場
位
鑑
図
と
各
課
室
等
の
配
置
図
は

次
の
と
お
り
で
す
。

千金

場

図

位

置

泊小学校

沼

｛宗

」Lヱ
円L
12 

本上

一寸（
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宮崎小学校

浜
辺
の
子
ど
も
た
ち
に

昭和 52年 8月 I0日
月刊（毎 月I0日錆 行｝ ．

待
望
の
プ
ー
ル
完
成

今
年
五
月
末
か
ら
工
事
に
漕

手
し
て
い
た
宮
崎
小
学
校
プ
l

wが
七
月
十
三
日
完
成
し
十
八

日
鍛
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア

l
wは、
二
、
二

O
O万
円

を
か
け
、

二
十
五
メ
1
卜
山にハ

コ
l
ス
の
メ
l
ン
プ
l
N
と
一

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
の
幼
児
用

プ

l
w及
び
附
属
棟
が
完
成
し

ま
し
た
。

鍛
工
式
に
引
き
続
い
て
プ
l

w聞
き
が
行
わ
れ
、
中
川
朝
日

町
長
、

河
内
宮
崎
区
長
の
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
な
ど
の
あ
と
、
児
麓

た
ち
が
次
々
に
プ

l
wに
飛
び

込
み
初
泳
ぎ
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
（写
真
は
、
完
成
し
た
プ

i
w

で
の
テ
1
プ
カ
ッ
ト
）

lll 2 6 4号ひさあ幸緩広

ス
ポ
ー
ツ
教
室
始
ま
る

親
子
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
＋
一

昭和32隼 8月 8日
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コ
ー
ス

い
ま
か
ら
で
も
申
込
め
ま
す

ふ
だ
ん
ス
ポ
ー
ツ
を
あ
ま
り
し
た
こ
と

の
な
い
人
を
中
心
に
十
一
コ
ー
ス
の
ス
ポ

ー
ツ
教
室
が
計
画
さ
れ
、
す
で
に
、
体
力

づ
く
り
、
親
子
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ソ
フ
ト
ボ

l
w、
親
子
卓
球
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
朝
日
町
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ヲ

プ
宵
瓜
事
業
の
指
定
を
受
け
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
診
加
者
た
ち
は
新
し
い
体
育

館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
楽
し
い
川
分
間
気
の
中

で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

幼
児
と
親
の
水
休
コ
ー
ス
は
中
央
プ
l

wで
行
わ
れ
、
水
に
こ
わ
が
っ
て
い
た
幼

児
も
三
日
目
に
は
、
進
ん
で
プ

l
wに
入

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ζ

と
に
昨
年
も

受
講
し
た
幼
児
は
さ
す
が
に
水
に
慣
れ
る

の
が
早
く

一
人
で
拡
げ
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
ど
の
コ
ー
ス
も
ま
だ
余
裕
が
あ

り
ま
ず
か
ら
早
自
に
附
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
中
し
込
み
先
は
、
朝
日
町
教
門
愛
国

会
駒
郡
局
〈
含
二
1

．
一
O
凶
｝
X
は
町

民
総
合
体
育
館

（－a
z－
－

a

八
ご
，八）

で

す。
（54演
は
、
幼
児
と
親
の
水
泳
教
室）

福
祉
年
金

こくみん年金

支

払

期

月

が

四
月
、

補
州何年
金
の
支
払
期
日
は
、
今
ま
で
は

一
月
、
五
月
、
九
月
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
柿
他
や
作
れ
な
ど
に
聞
に
A
川
う
よ
う
同

月
、
八
川
、

十
二

μの虐行
Hnに
支
払
わ
れ

る
こ
と
仁
な
り
ま
し
た
。

ま
た、

十
二
月
の
支
払
分
に
つ
い
て
は

十

一
月
に
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
支
払
い
の
開
始
日
に
つ
い
て
も

今
ま
で
は
六
日
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
十

一
日
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
変
更
は
、

今
年
の
十
二
凡

（十

一
月
〉
ぷ
払
い
分
か
ら
災
絡
さ
れ
る

と
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
年
の
九
川
文

払
分
に
つ
い
て
は、

今
ま
で
と
間
際
、
九 八

月
、
十
二
月
に

月
六
日
以
降
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
住
凶
課
自
民

年
金
係
〈
智
一一一

l
一
戸
O
O内
線
．

一九）

へま福
期 祉
日 年
金
芸の
お茎
才t JJ＇、
支期

見 il 
分 w

八・四 十1開支量
1~月｜十月十ーム
一 一月間
回目白日払

十
二
月

八
月
、
九
月

十
月
、
十

一
月

十
二
月
、

一
月

二
月
、
三
月

四
月
、
五
月

六
月
、
七
月

四

f.I 

/¥ 

月

城
山

一
帯
の
松
林
に

(4) 

ー
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

l
－

「

薬

剤

散

布

行

う

L

段
近
、
南
は
仰
縄
県
か
ら
兆
は
宮
媛
県

に
至
る
松
林
が
、
い
わ
ゆ
る
松
く
い
虫
に

よ
る
被
害
で
枯
れ
は
じ
め
、
環
境
問
題
と

も
関
返
し
、

由
々
し
い
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

朝
日
町
に
お
い
て
も
、
城
山
な
ど
の
訟

に
松
く
い
虫
の
被
山
が
向
立
ち
は
し
め
ま

し
た
。
ζ

の
た
め
、
昨
作
か
ら
寮
剤
の
均
し

中
散
仰
を
尖
胞
し
て
お
り
、
今
年
は
い
ハ
月

二
十
九
日
、
七
月
九
日
の
ニ
固
に
わ
た
り

早
朝
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
ス
ミ
F

オ
ン
乳
剤
二

O
倍
液
を
散
布
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り、

減
山
の
松
は
被
窃
を
侃

少
限
に
と
ど
め
、
け
刊
米
と
も
録
観
が
維
持

さ
れ
る
も
の
と
似
わ
れ
ま
す
。

r
写
真
は
、
乳
剤
積
み
込
み
れ
業
小
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）
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朝
日
町
韓
首
意
銀
行
も
問
和
四
十
一
年
七

月
開
設
以
来
着
々
と
そ
の
成
果
を
見
て
お

り
、
間
和
五
十
年
度
年
間
総
額
は
九
八
万

九
、
八
三
五
円
で
あ
り
ま
し
た
が
、

間
和

五
十
一
年
度
は
、
一
四
一
万
六
、
一
九
四

円
と
大
き
く
仰
び
、
持
附
問
返
し
の
ほ
か
、

病
気
全
快
祝
い
、
あ
る
い
は
初
老
（
四
十

二
歳
〉
、
遼
歴
〈
六
十
一
歳
）
祝
い
等
の

一
部
、
又
は
同
級
会
、
誕
生
日
祝
い
の
預

託
者
が
淘
え
て
お
り
、
と
の
預
託
金
（
寄

附
金
）
を
臨
ま
れ
な
い
入
、
並
び
に
明
る

い
町
．つ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
大
変
喜
ば

れ
て
お
り
ま
す。

善
意
銀
行
で
は
よ
り

一一
層
町
民
各
位
の

温
か
い
普
意
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
度
の
朝
日
町
善
意
銀
行

朝
日
町
善
意
銀
行

事

業

内

容

一
和
度
一

j
’－

J
E、ま

一年一
予三一
Q

安

o
h

一
昭
引
て

四
一
万
円

努 26 4号．ひさあ報広

収
支
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

滋
預
託
（
寄
附
、
指
定
別
）

ト
忠
ま
れ
な
い
人
述

に

又

は
社
会
福
祉

の

た

め

て

三
O
凶
、
五

O
九
円

2
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に

五

O
、
0
0
0円

1
社
会
教
育
の
た
め
に
五

O
、
0
C
C円

4
交
通
安
全
の
た
め
に一一

、
六
八
五
円

合

計

一

、
四
一
六
、

一
九
四
円

ほ
か
円
以
獄
及
び
物
品
六

O
五
点

－
貸
出
（
配
分

X
は
支
給
）

l
ね
た
き
り
話
人
山
間
五

て

九

八

C
円

2
誠
来
た
す
け
あ
い
見
舞

三
四
六
、
二
三
二
円

a社
会
教
育

m業
五
O
、
0
00
円

4
．交
通
安
全
事
業

一
て

六
八
五
円

5
母
子
世
務
義
務
教
育
新
入
学
祝
い
及
び

卒

業

祝

い

四

九

、
三
二

O
円

6
火
災
見
舞
（
会
駿
者
）
一
件

，．

c、
わむ
O
円

I
社
会
制
批
併
業
基
金

四
五

O
、
二一一
．九
円

8
昭
和
五
十
二
年
度
運
用
資
金

四
三
六
、
七
三
八
円

計
て
四
一
山
ハ
、

一
九
四
円

A 
Eコ衣

類
及
ひ
物
品

l
岐
阜
県
安
八
町
（
災
害
地
）
ニ
ハ

6
点

2
歳
未
た
す
け
あ
い
見
鈎
二
七
二
点

a町
内
保
行
所
（
薬
）

一一二
Z
一点

計

六

O
五
山

郡
青
年
大
会
開
く

朝日町関係

県パ
大レ
会！
ヘボ
出 l
場ル
決な
定ど

青
年
大
会
郡
大
会
が
、

七
月
十
日
か
ら

十
二
日
ま
で
三
日
間
、
朝
日
町
総
合
体
育

館
及
び
、
入
普
西
中
学
校
に
お
い
て
関
前

さ
れ
、
朝
日
連
書
円
か
ら
も
参
加
し
、
日
頃

の
努
力
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
開
し
、
次

； 工事費 630万円 ~ 
5工 期 7月10日～11月301-j
5 昭良 0 . 8（砂～1.Q~，；；
5延長 18Q{. ., 
；。総合グラウンド制釧馴

~ 0庁用E巨車庫、自伝車置渇新築、失
I 対訪問修工恵
I 工事費 700万PJ
3 工 期 7JJl4H～8) J251 I 
5面 制 281.94平）j：.~ 
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工事費 256万円

工 期 7月14日～8月10日

ヴ℃ンス山4.0ι

延長 148ι

の
M
成
仏
を
お
さ
め
ま
し
た
ι

λ
明
U
町
関
係
の
成
街

－
ソ
ソ
ト
ポ
i
レ

宇
奈

μ
η
i
同

朗

日
戸
境
校
下
〉

－
バ
レ
i
J
v
l
h
y

（
男
子
）

朝

日

2
1
0
字
去
月

朝

日

2

0

入

替

〈
県
六
会
に
出
場
決
定
）

－
h

レ

i
ボ

l
w
（
女
子
）

制

U

2

0

宇
奈
川

制

円

7
1
0
人

汚

（似
レハ’
h

－
A

に
出
回
初
決
定〉

・
引
球
（
川
内
タ
似
合
｝

朝

日

3
1
2
入
丹

（れん
い
〈
会
に
出
回
初
）

ス
ポ
ー
ツ
行
事
成
績

－
第
何
日
回
郡
民
体
育
大
会
成
績

（追
加
）

〈
〉
野

球

①
朝
H
町
中
央
農
協

。
軟

区

一
般
女
子

ω中
川
好
枝

・
較す

A
g子
制

①
れ
升
判
子

・
ヒ
沢
ひ
と
み

F．

－
M

朝
日
町
児
童
ク
ラ
ブ
野
球
大
会

（期
日

・
f
川
剖
円
、
会
場

・
町
民

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
〉

優

勝
出
場
児
童
ク
ラ
プ

次
勝
本
町
児
窟
ク
ラ
ブ

一〈
今
月
の
表
紙
〉

一

集
ま
っ
て
き
た
子
供
た
ち
は

一
枚
の
〈

日
前
掛
の
端
々
を
持
っ
て
広
げ
る
。
「
ホ
J

山
ン
七
に
は
い
ら
ん
も
ん
は
つ
l
つ
や
子
～

v
も
ち
」
・
：
・
：
の
歌
が
歌
わ
れ
る
。
ホ
リ
’

｛

へ
モ
滋
び
と
は
鬼
ご
っ
こ
、
か
く
れ
ん
ぼ

日

〆
の
遊
び
で
あ
る
。

歌
の
中
の

「
つ
l
つ
」
と
は
小
さ
い

♂

へ
チ
併
の
こ
と
で
小
さ
い
子
供
や
子
持
ち
～

♂
は
は
い
れ
な
い
。
現
は
u川
掛
を
協
同
っ

て
山

川
い
φ
そ
れ
モ
れ
の
手
を
指
さ
し
て
行
く
J

山
。
円
ん
な
で
放
っ
て
い
る
歌
が
終
り
の

～

い
で
ん
で
の
は
い
の
「
い
L

で
止
ま
る
と
〈

～
、，
f
の
必
は
ホ
ン
l

（山
川
の
乙
と
）
に
川

（
な
る
。
仙
の
者
は
い
っ
せ
い
に
彼
万
の
…

J

一
本
杉
を
め
が
け
て
倣
っ
て
行
く
。
・
ド
小
J

～
ン
セ
は
そ
の
後
を
追
い
杉
の
・
ぶ
ま
で
逃
～

山
げ
さ
れ
ず
に
つ
か
ま
っ
た
者
は
親
に
な
J

V

り
遊
び
は
く
り
か
え
さ
れ
る
。

戸
」
の
ホ
ン
毛
遊
ひ
は
明
治
の
中
．
刷
、

日
泊
や
犬
家
圧
な
ど
各
地
の
お
」
ザ
や
お
山
内
J

へ
そ
の
他
の
広
場
で
遊
ば
れ
た
も
の
で
あ
～

日
る。

｛

問
和
頃
に
は
「
か
く
れ
ん
ぼ
す
る
も
〉

山
の
こ
の
指
さ
わ
れ
」
と
指
に
さ
わ
っ
た
～

v

者
は
か
く
れ
ん
は
に
加
わ
え
て
も
ら
う
山

～
従
利
が
ツ
え
ら
れ
た
。

平
安
朝
時
代
頃
か
ら
行
わ
れ
た
か
く
九

日
れ
ん
は
遊
び
は
、
時
代
と
比
ハ
に
形
や
3
J

山
挺
会
愛
え
て
い
似
，
ぶ
さ
れ
て
き
た
が
、
〈
t
～

J

は
そ
の
療
を
川
地
る
と
と
が
少
く
な
っ
て

円

～
き
た
。

v

（
写
真
は
、
川
山
に
て
）

(5) 6 
5 
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w

ι

山

一
面
引
例
制
釦

γ
相
の
又
谷
の
亡
霊

…

…

一

西

東

一
付

・

相
の
又
川
1
蛭
谷
・

…

w

f
i
l
l
l
i－
－
－
－
ー
に

門

切

蛭

谷
の
上
流
約
三

・
五

キ

ロ

米

こ

の

話

に
後
日
訟

が

あ

り

、

翌

は

‘

全

部

裏
を
出
し
て
白
く
な
っ
W

A

の
所
で
・
小
川
が
二
本
に
分
か
れ
年
．
泊
の
安
田
と
い
う
者
が

岩

魚

て

い
た
と
い
う
。

，

仰
て
い
る
う
右
岸
側
に
分
か
れ
た
豆
採
り
に
谷
に
入
リ
‘

一
ノ
倉
を
過

こ
の
事
が
あ
っ
て
か
ら
棺
の
又
れ

セ
流
を
喝
の
又
川
と
か

‘

喝

の

又

谷

ぎ

ス

ス

キ
を
か
き
わ
け
で
進
む
と
．
谷
に
は
て
霊
が
い
る
と
い
わ
れ

い

仰
と
い
っ
て
い
る
。
巷
は
山
菜

．

夏

急

に
あ
た
り
が
ざ
わ
め
き
‘
周

囲

一

人

歩

き
す
る
者
は
誰
れ
も
い
な

W

仲
秋
は
川
魚
の
豊
庸
で
あ
る
つ

を
貝
わ
た
す
と
‘
自
の
前
に
穆
の

〈

な

っ

た
と
い
う
。

M

仇

あ

る

時

‘

姪

谷

村

の

伝

四

郎

と

曲
っ
た
老
婆
が
無
気
疎
に
立
っ
て

写
真
は
．

相

の

又

川

…

恥
い

う

人

が

こ

の

谷

に

ニ

レ

和

紙

い

た
。

げ
の
加
工
材
料
を
取
り
に
行
っ
た

あ

ま

り

の

こ

わ

さ

－
－

E
・
E
・
－
－
－
－
圃
・
・
・
圃
．
，
j
h、
Ft＆
険
凶

作

V
・
翌
日
に
な
っ
て
も
帰
っ
て

こ

に

男

は
ヘ
芯
へ
な

a－－
－

－

E
E－
－

B
い
作薗
d

…わゆ
か
っ
た
。

と
座
り
こ
ん
で
し

再4

岨・・・・・・圃
園田園
田園・E
眠
軒
、
昌
司
凶

明

翌
日
‘
山
仕
事
に
相
の
又
谷
に

ま
っ
た
。

記

－

－

－

－

－

－

－

司

司

通

商

？
”
酬
伽

州
入
っ
た
村
人
が

7
倉
と

い

う

所

老

婆

は

．

そ

の

函

凶

圃

・
・
・
・
・
・
・
閉
さ
－

4
一、

暗
闇

叫

ゅ
の
大
き
な
岩
の

上

に

．

ど

の

よ

う

ま

ま
生
臭
い
風
を

4
・

・
・
・
・
・
・
有

一て

一

一
匂

A
羽
一

2こ
わ
い
自
に
あ
っ
た
の
か
、
お

残
し
て
向
か
い
の

a－－
－－－－固
いS
－
u

J

J

j
j

，
転

h

d

・
－－－－－
－－－－－－－－－－
h
白
圃

E
L
－
f
こ
？

E

ハ

伊
ぞ
ろ
し
い
顔
で
死
ん
で
い
る
伝

四

谷

へ
と
消
え
て
い

a－－
－－
E・
E
・

E
F
o
jLJι

a
v

小
部
を
み
つ
け
た
っ
そ
れ
か
ら
こ
の

z

a

－

－

－

園

周

囲

隈

ι
j
1J叫

ん
岩
を
伝
四
郎
岩
と

い

う

よ

う

に

な

谷

一

面

に

生

え

M

－－－－－
E
眠
障
仁

仇

伽
っ
た
と
い
う
，

て
い
る
ク
ズ
の
葉

一
la

－－－－－－固圃・園
田EF悌
一

ゆ

．困・・・・・・・・・圃・・圃圃盟
関電’
J

・

砂

W
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所得税の

特別減税

し
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

「

お
知
ら
せ
」
を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、

同

封
さ
れ
て
い
る

「
還
付
請
求
轡
」
①
に
、

川
請
求
金
額
、
同
郵
便
局
名
、

川
股
業
、

同
也
話
番
号
を
記
入
し
、

氏
名
欄
に
抑
印

の
う
え
税
務
響
へ
郵
送
ま
た
は
持
診
し
て

く
だ
さ
い
。

税
務
署
で
は

「
還
付
請
求
書
」
を
宙
開
査

し
た
う
え
、
あ
ら
た
め
て
「
支
払
通
知
書

」
を
納
税
者
あ
て
に
送
付
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
納
税
者
は
そ
の

「
支
払
通

知
曾
」
を
郵
便
局
に
持
参
し
て
還
付
殺
を

社
会
制
祉
の
た
め
に
と
、

次
の
か
た
が

戻

し

税

還
付
筒
求
書

受
取
る
ζ

と
に
な
り
ま
す
。
早
目
に
手
続

き
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
乙
と
は
魚
津
税
務
署

（一T
九
三
七
魚
津
市
本
町

一
の
四
の
Y

．二

舎

O
七
六
五

（二
四
〉一

・4
．七
O
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

早
自
に

銀
出
し
て
く
だ
さ
い

魚
津
税
泌
暑
で
は
六
月
二
十
八
日
に
還

付
金
額
の
「
お
知
ら
せ
」
を
発
送
い
た
し

ま
し
た
。
「
戻
し
税
（
所
得
税
の
滅
説
）

」
は
納
税
者
の
請
求
に
も
と
づ
い
て
お
返

朝
日
町
善
意
銀
行

た
か
ら
善
意
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
宮
崎
水
島
和
子
さ
ん
が
拾
得
物
報
労

金
二
千
円

マ
本
町
阿
部
弘
一
さ
ん
が
亡
父
彦
太
郎

さ
ん
の
供
養
の
た
め
香
典
返
し
の

一
部
二

十
万
円

マ
下
横
尾
松
下
克
洋
さ
ん
が
拾
得
物
報
労

金
と
小
使
い
の
一

部
一
千
円

V
富
山
県
移
動
商
業
組
合
か
ら
一
万
円

マ
立
山
町
浦
削
野
田
醤
英
さ
ん
が
亡
餓

み
ね
さ
ん
の
供
獲
の
た
め
香
典
返
し
の

一

部
十
万
円

〉
殿
町
鍋
品
佐
一
さ
ん
が
安
全
運
転
管
理

者
講
習
の
手
当
を
交
通
遺
児
の
た
め
に
と

三
、
一
五
O
円

（
昭
和
五
十
二
年
七
月
十
五
B
現
住
）

お
す
こ
や
か
に

境
宮

崎

笹

川
束
三
浦

中

町
本

町

清
水
町

省
都
町

中
道
一卜

上
道
下

平
柳
一

月

山

山

野

羽

入

（赤
ち
ゃ
ん留民
生）

背広沢小霜間 入下 松桑田竹類 本
鳥田岡松越中 江 沢岡 守 中内義上

周憲和 重 仙修 即宗 義 岳喜豊
作 経済 力栄一 三 進明 了一明 春義

長 二 長長長二 長 氏 二 長二長長長
£（ 男女女女女児女別男女女 男男

智直和美芯防火京 成 即し番売岳
の奈

恩人 美希保英助子郎作ぷ 恵太義

山
崎
新

殿

町

殿

町

殿

町
弁
の
口

金

山

6 
6 

難坂角初道目
波口丸田島附

興 光 寅 明 秀
智男之光博信

世沙至

長三 二 二 二二
女女男男 男男

純烈映聡 岳 邦

徳彦

(6) 

お
し
あ
わ
せ
に

O
神

田

町

神

田

町

O
東

草

野

清

水

町

O
谷南

保

越

O
羽

入

金

山

O
山

崎

越

入

善

町

O
山

崎

越

j

H

 

f
r

f
l
 

O
弁
の
口

黒

部

市

a宙
官昏

舟柏沢安寺安古竹山更 下尾 松岡

子原回 途 事事 法 沢内本田沢山本祢

幹

雄
ま
ゆ
み

泊

二

範

子

清

作

曲
究
由
紀

畿

雄

真
由
美忠

慶

子
忠

直
ノ
ブ
子

隆

幸

洋

子

お
く
や
み

O
場
O
宮

崎

O
宮

崎

O
宮

崎

O
本

町

O
本

町

O
上
道
下

O
蛭

谷

O
積

水

O
繍

水

O
下
山
新

，....、
死

亡
）

水 育沢谷小 ：E阿相野 71<71< 

野木井 口 竹水部水田島品

三
之
丞
（
刊
）

勝

造

（肘）

み

ね

（
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チ
ド
リ
（
印
〉

彦
太
郎
（
印
）

の

よ

（
M
W
）

米
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二
（
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は
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み
や
lず
亡コ
ロロ
ア
イ
フー

イ

ア
展震
開
催E
し
ま
す

まい吃

終戦記念日

送 り 火

処 暑

地蔵盆

8月（はづき〉

15日

16日

23日

24日

観
光
朝
日
町
の

観

光

写

〈
目

的

V

恵
ま
れ
た
自
然
と
歴
史
を
持
つ
朝
日
町

を
広
く
内
外
に
ピ
l
ア
l

山げ
す
る
と
と
も

に
新
し
い
み
や
げ
品
の
開
発
を
目
的
に、

朝
日
町
観
光
協
会
で
は
、
来
る
十

一
月
三

日
の
文
佑
の
日
を
中
心
に
朝
日
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
観
光
み
や
げ
品
ア
イ
デ

ィ
ア
展
と
観
光
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

マ
観
光
み
や
げ
品
の
郁

2袋
毎月第1火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

川上嘉一（行政相談箇）

相政

時

場 所

相談昌

ム行

日

今月の町税

税民県ll!J 

真

種

類

〈第2期分〉

8月31日納期限

食
品
、
民
芸
品
、
特
産
品
、

各
種
加
工
品
、
そ
の
他
〈
釆

発
衰
の
も
の
に
限
る
。〉

出
品
数
制
限
な
し

提
出
期
限
十
月
二
十
七
日

（木
）

観
光
地
の
自
然
景
観
、
史

跡
（
朝
日
町
内
の
も
の〉

一
人
二
点
以
内

マ
写
真
の
錫

題

材
出

品

数

ム人 権法律相談

8月17目
午後 1時～午後4時

朝日町福祉センター

人権擁護委員

時

喝 所

相談員

日

心配ごと相談

毎週火曜日

午前10時～午後3時
朝日町福祉センター

(S3-0576) 

時

所

ム

日

場

Ell 

回

カ
ワ

l
半
紙
以
上

（台
紙

は
り
の
も
の〉

昭
和
五
十
二
年

一
月
以
降

鉛
影
し
た
も
の
で
、
未
発

表
の
も
の

十
月
二
十
五
日
（
火
〉

船
影
期
限

提
出
期
限

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

恨
項
を
記
入
の
う
え、

出

品
作
品
に
添
え
て
脱
出
す

る。

市川
細
に
つ
い
て
は、

役
場
産
業
課
内
朝

日
町
観
光
協
会
事
務
局

（舎
三
l
一一

O

O
、
内
線
三
五
）
へ

申
し
込
み

警

察

官

B
募
集

婦
人
警
察
官

〈

V
受
験
資
絡

警
察
官
B
昭
和
臼
年
4
月
1
日
現
在
で
満
ゆ

歳
以
上
羽
歳
未
満
の
男
子
。
た
だ

し、

警
察
官
A
受
験
資
絡
者
（
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
の
）

を
卒
業
し
た
者
又

は
附
和
日
年
3
月
ま
で
に
車
業
見

受通事故巡回相談

第 I.第3月曜日

午前10時～午後3時
黒部市役所

第 I.第3水曜日

午前10時～午後3時

県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

①日時

湯所

①日時

場所

ム

込
み
の
者
〉
を
除
く
。

0
・
人
警
察
官

昭
和
臼
年
4
月
1
日
現
在
で
満
州問

歳
以
上
お
歳
未
満
の
女
子
。

。
受
付
期
間

昭
和
む
年
8
月
1
日
（
月
）
か
ら

間
和
臼
年
9
月
初
日

（余
）
ま
で

。
拡
駿
日
及
び
‘
所

間
和
臼
停仲
間
月
初
日

県
立
富
山
中
部
高
等
学
校

〈V
由
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

申
込
用
紙
の
請
求
、
詳
細
に
つ
い
て

は、

も
よ
り
の
嘗
察
署
（
朝
日
町
響
察

官
派
出
所
含
三

i
O四
三

O
〉
文
は
駐

在
所
へ

・．，・．．

ス
ポ
ー
ツ
行
事

日

hvm三
国
高
桜
杯
争
奪

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

－
期

日

八
月
二
十

一
日
ハ
日
）

．
一十
二
日
戸
月
）

－
会

湯
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

．
申
し
込
み
先朝
日
町
教
育
接
員
会

〈舎
二
l
一一

O
四
）

又
は
各
地
区
体
協
へ

？
マ
錬
ニ
園
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

－
期

日
八
月
二
十
八
日
ハ
日
）

－
会

場

町

民
総
合
体
育
館
・

総
日

合
グ
ラ
ウ
ン
ド

一マ
走
ろ
う
会

・
期

日

九
月
十
日

（土〉

午
後
六
時

－
集
合
湯
所

町
民
総
合
体
育
館
前
’

・
コ
ー
ス

町
民
総
合
体
育
館
周
辺

…一
時
一
吉
黒
部
、藤
原
地
区
…

…一
制
一
朝
日
局
か
ら
入
善
局
に
…

一
・
電
話
香
号
の
変
更

…

即日
当
悶
・
人
者

”…

…沼
ιい
は
崎
市
「同
出
！？
戸

時
一…

一
古
黒
部

O
七
六
五

×
×
×

×
×
x

…

…
厳

原

O
七
六
五
×
×

×
×

×
Y

…

…
・
百
黒
部、

藤
一札
地
区
ヘ
ダ
イ
ヤ
W
通
一

…
話
さ
れ
る
と
き
は
、
さ
き
に
と
案
内
し
…

…
ま
し
た
新
電
話
番
号
表
〈
新
聞
折
込）

…

…
で
、
よ
く
確
か
め
て
か
ら
お
か
け
く
だ

…

…
ざ
い
。

（
朝
日
電
線
電
話
局
雪
二
i
一
…

…0
0
0〉
〈
今
月
の
新
着

図
書
案
内
〉

h
町
立
中
央
図
・
館

．融
不
入
門

．大
石

東
将

兵

妓

井

上

筒

国
典
型
の
白
店

森
村

誠

一

青
春

の

証

明

森

村

誠

一

過
か
な
る
歳
月

山

川

野

綾

子

エ
ー
ゲ
海
に
仰
ぐ
池
田
満
田
町
夫

観

能

植

物

鉢

花

江

尻

光

一

敵
陣
さ
ら
に
探
く

野
寂

昭

如

老
い
ら

く

の

記

石

坂

洋

次

郎

天
下
大
乱
を
生
き
る

司
馬
遼
太
郎
外

強
く
な
る
軟
式
テ
ニ

ス

上

村

実

厳
史
を
さ
わ
が
せ
た
夫
婦
た
ち
永
井
路
子

強
い
子
供
を
育
て
る
栄
養
と
食
物
川
島

四
郎

佐
康

慶

子

広
瀬
辰
五
郎

北

社
夫

北

社
夫

タ
の
学
校

千
代
紙
人
形

マ
ン
ボ
ウ
談
話
情

さ
び
し
い
飯
沢

(7) 
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考
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母子手帳持参
妊鍋の栄養
妊婦の危険信号

母子手躯持参

i備

地区 i
地区

区

区

対 象 地区

小在池、花房
山崎新

五箇庄

地

地

会

4と

全

－
場

・
館
司
民公池

・
在

会

小

五箇庄小学校

機 工 会館

福銑センタ｛

福祉七ンター

〉

時刻

午後
成予 成 人病検 診 I35歳以 上 l17（氷）1 ・3.00～6.00・
・ ー

的i腎の集団検診 ’希 望 者 ！”（水） ；均～11.30

績予｜結核 住民 検 診禾 受検者l25（木） ｜午後
該防｜ • I I 3.00～7.00 

母 ｜母親学 級 ；妊婦 会員I2nc金〕 ｜午後 ｜ 
I : I I 1.00～3.00 I 

: 1-2歳児 検 制 i自5何 時 13oc火） ｜午後 ｜ 
｜ 貯 ： ヨ~so 年 2 月生 ｜ I 1.00～3.oo I 

日〈目的者象対

月

業

く 8

事

I 午後
月児検診 Is 2年 5月生 ：1 （木）

: I 1.00～2.00 

検診 1!)11!'11月生 ！！（木）午後
2.00～3.00 
午後

股関節脱きゅう検査 。57年 5丹生 。1（木）
I 2,00～3.00 

自49年3月生 ’ 午後' 20（火）
'""I至49年4月生 I 1. 00～3.00 

｜ 午後
(j; 望者I2 （金）

' 1.00～3,00 
l午後

上 I16（金） ｜
I - I I ：~Oγ3_. OQ ! 
I '-r後 i者 ！22（木）！；
I 1.00～3.00 I 

者 。22（木） ｜午後 ' 
十 1.00～3.00! 

i 午前
10.30～12.。。

府 7(!JO 
I 午後

I_ 1.30～2.30 
午後8 ( ~..：） 
。3.00～7.00

母子手帳持参

地

全

全

会

福祉七ンター

福祉センター

泊病院
格 形外税

補Htセンター

〉月

月児

く 9

母 3カ

9カ子

保

成

人

病

予

防；乳

食

生
i舌

笛予 t'i桜住民
緩防

区地会：検9［~ "tr'!. 3 健

区地4下黒部保健所
泊支所

南保小学校

叫

iゐペ相山
凶健

区

一

一
名
問
一

一

円
一刊
刊

一料

0
一員
斜

一筆

6
↑臥
査

一検

一予
検
一

区

区

区

区

一
三

地

地保南

泊

泊

泊

福祉センター

以h&. 

5延
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診 I~行

診 In,-

；，、
re-検

検

人

人

老

婦

地泊

福祉センター

西町 広場

守』検

キ ァナンカーによる
栄養災習

ンj/ 

人鍋
区地泊松沼町広場

ハァ
愛
の
献
血
伶

協

力

者

芳

名

ー
六
月
実
施
分
｜

区

平
田
功
（
策
車
野
）
、
河
端
智
弘
（
山

崎
）
、
松
永
徳
蔵
（
平
柳
）
、
下
沢
智
宏

（東
町平野
）
、
山
崎
功
（
荒
川
）
、
山

田
典
子
（
沼
保
）
、
数
家
美
紀
子
（
月
山

新
〉
、
藤
田
幸
夫
（
三
枚
織
）
、
岡
田
浩

義
（
舟
川
新
）
、
久
我
口
淳
子
（
山
崎
）

、
線
遼
直
徳
（
桜
町
）
、
水
島
浩
一
〈
境

）、

藤
田
和
彦
（
泊
）、

高
時
美
恵
子
（

桜
町
）
、

安
法
律
子
（
山
崎
）
、
藤
田
千

恵
子

〈三
枚
織
）
、
藤
弁
真
由
美
（
山
川
川

新
〉
、
上
沢
正
彦
（
東
草
野
）
、
広
川
万

珠
子
〈
積
水
）

、
佐
渡
晴
美
（
（
赤
川
）

、
愛
刷
物
ま
る
み
（
羽
入
）
、
佐
渡
静
江
（

東
草
野
）、

古
市
進
（
殿
町
）
、
水
野

真
理
子
（
山
崎
〉
、
勝
原
美
由
紀
（
南
保

）
、
永
口
惇
之

〈
山
崎
〉
、
黒
坂
智
恵
（

平
柳
）

、
泉
育
子
（
沼
保
）

、
林

的

一
（
積
水
）
、
川
合
広
和
〈
蛭
谷
）

、
石

橋
繁
則
（
大
家
庄
）

、
綱
川
睦
子

（藤
塚

）
、
高
島
界
（
草
野
）

、
水
島
勝
美
（

境
）
、
安
達
進
〈
山
崎
）
、

石
井
陽
子

（
下
野
）

、
水
島
清
信
（
宮
崎
）

、
吉
野

幸
雄
（
大
家
庄
）
、
山
崎
隆
（
泊
）
、

吉
本
鏑
恵

（宮
崎
）
、
山
田
ひ
ざ
の
（
東

草
野
）
、
大
平
正
徳

（道
下
）
、
南
部
正

利

（
桜
町
）
、
竹
内

一
美

（
笹
川
）
、

石

原
利
子

〈南
保
）
、
魚
住
智
子
（
東
草
野

）
、
下
沢
陣
宰
（
東
草
野
）
、
竹
谷
裕
史

（
宮
崎
）
、
浜
理
吉
（
赤
川
）
、
初
問

理
美
子
（
殿
町
）

、
居
波
義
雄
（
沼
保
）

地全職 工会館：民検f’ ><". 診 1米検

、
大
倉
章

一
〈
細
野
〉
、
鍛
治
ヰ
春
〈
金

山
〉
、
其
回
イ
ツ
子
〈
平
柳
）
、
姻
地
英

明
（
南
保
〉
、
松
原
絵
律
子

（
蛭
谷
）

、

竹
内
操
〈
笹
川
）

、
大
浜
ハ
ル
イ
（
管
内

崎
）
、
水
島
洋
一
（
平
柳
）
、
九
里
隆
司

（
山
崎
）
、
安
達
一
正
（
山
崎
）
、
南
部

松
男
（
桜
町
）
、
末
上
宗
明
〈
大
平
）
、

竹
谷

稔
（
宮
崎
）
、
藤
田
え
り
子
（
山
川

川
新
）
、
谷
口
久
美
子
（
南
保
）
、
小
林

菊
美
（
笹
川
〉
、

下
山

隆

（

泊）

、
折

戸
克
幸
（
車
野
）
、
西
国
秀
樹
（
月
山
新

）
、
山
手
姉
夫
（
桜
町
〉
、
田
中
洋
子

（

平
柳
）
、
富
樫
正
治
（
泊
）

、
藤
田
郁
子

（
道
下
）

、
水
井
由
美
子
（
不
動
鉄
〉

、

稲
垣
正
子
〈
泊
）
、
煽
地
安
之
助
（
南
保

）
、
大
谷
幸
雄
（
泊
）
、
湯
上
谷
三
智
夫

〈
南
保
〉

、
小
川
盛
治
（
下
野
）
、
土
居

弘
美
（
荒
川
）
、
舟
川
良
子
（
平
柳
）

、

佐
々
木
弓
子
f

積
尾
）
、
金
井
修
久
〈
東

草時打〉

、
勝
田
巧
（
道
下
〉
、
佐
渡
一

之
〈
赤
川
）
、
伊
藤

浩

（大
屋
）
、
宇

田
雅
秀
（
平
柳
）

、
佐
渡
美
加
子

〈赤
川

）
、
山
田
一
義
（
積
道
）
、
青
木
強
〈

積
水
）
、
水
島
克
美
（
焼
）
、
清
水
創
明

（金
山
）
、
松
本
政
子
（
平
柳
〉
、
竹
内

次
郎
（
沼
保
）
、
内
山
之
夫
（
西
町
）、

秋
山
正
美
（
山
崎
）
、
末
上
早
前

（大
平

〉
、
湯
島
勝
（
沼
保
）

、
氷
見
紀
子
（

泊
〉
、
安
田
道
雄
（
東
草
野
）
、
竹
中
千

虎
（
道
下
）
、
長
井
隆
幸
（
笹
川
）

、
近

江
総
（
元
尾
敷

）

（

一

O
四
名
）

（
富
山
赤
十
字
胤
液
セ
ン
タ
ー
）
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